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図. 各漢方方剤を添加した場合の宿主細胞生存率 
様式４－２－２ 
種目（探索研究プロジェクト） 
 
■結論 
 漢方方剤のうち、香蘇散、大黄甘草湯および麻黄湯はトキソプラズマ感染による宿主細胞傷害性抑制効
果が高い傾向にあった。 
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